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助員の娘さんたちに至るまで、ペラペラと英語をしゃべるのをきいて驚いた。彼らは中、高校
卒者が大部分で、英会話を特別に習っているわけでもない。わが国の中、高卒業生の何パーセ
ントが彼らと同程度に英語をあやつることができるだろう。その大学のある人の意見では、日
本の学校ではむずかしいことを教えすぎるのではないか、ということだった。私は、この人の
意見はわが国の語学教育の欠陥の少なくともある一面をついている、と思った。読み、書き、
聞き、話す、のバランスがとれてこそ生きた言葉であろう。読み、すなわち英文和訳の偏重は
語学の暗号解読的傾向を助長する。
英語教育が将来どのようにかわるべきかという問題は、専門家によって意見もいろいろある
であろう。私たち、英語を手段にしているものは、学校における英語教育は、使える英語の習
得ということを目標にしてもらいたいと希望する。そして、これからの若い研究者たちが、私
たちの世代のように英語の勉強そのもののために貴重な研究時間を費やさないですむ時のくる
ことを願っている。(朝日新聞、昭和43年4月24日夕刊、文化欄)
「ドウとインタクト一生物学徒の外国語雑感J
ワルツ王ヨハン・シュトラウスの生誕百五十年祭を迎えた昨年は、ウインナワルツとポルカ
のブームであった。筆者は長年のシュトラウスファンで、休日にはリブレットと首っ引きでレ
コードのオペレッタを聴くことを無類の楽しみにしている。ことにシュトラウスの代表的なオ
ペレッタ「こうもりJ(Die Fledermaus)は秀逸で、筆者はウィーン訪問のたびにこのオペレ
ッタを楽しんでいる。その第2幕で、ブアルケ博士が唱う“DuundDu" 
というワルツの一節は次のような歌詞である。
Lasst das traute "du" uns 8chenken， 
Fur die Ewigkeit， 
Immer 80， wie heut'， 
Wenn wir morgen noch dran denken! 
Erst ein Kuss， dann ein Du， 
Du， Du， Du， immerzu! 
この部分は、英語版のレコード(メトロポリタン歌劇場、 EdwardDietz歌詞)で歌われている
ものでは次のようになっており、 duの直訳を避けている。
Open arm8， Welcome your love. 
To your open arms. 
Openarms! 
Home is your love. 
There in your arms. 
Open arm8! 
Open up your arms. 
日本で公演されたとき、この部分はどうにも訳しょうがないとみえて、“ドウ、 ドウ、 ドウ、いつ
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までも一一一"と歌われている。しかし、このワルツには“親しい仲"というよい訳の標題が
つけられている。このドウはドイツ語独特の表現の代表的なもので、その真の意味は何となく理
解できるが、それを日本語や英語に訳して適切に表現することはむつかしい。筆者が旧制高等
学校一年生のとき、 ドイツ文法のM教授はいろいろと教科書をはなれた知識を生徒に与え、生
徒のドイツ語に対する興味をかきたててくれた。“若い男と女がドウツェン (duzen，duよばわり
する)しはじめたら、只ならぬ仲になったという証拠ですぞ!"。生徒一同、只ならぬ仲とは一
体どのようなものか、俺たちも早くドウツェンする相手がほしい、などと考えながらM先生の名
講義に聴き入ったものである。 duは英語のthouと同じ語源をもっそうであるが、現在使われて
いるduのニュアンスは独特のもののように思える。
自然科学の諸分野における用語は、本来、外来語ばかりからなるわけであるが、ドイツ語に
おけるduのように、その国語特有の文化性、歴史性と結びついた語感を会得しないと理解でき
ない言葉はまずない。自然科学における術語の多くはきちんと定義されており、片仮名のまま
理化学辞典や生物学辞典に載っている。たとえば、“エネルギー"などはその代表であろう。ギ
リシャ語源のこの言葉は自然科学においては熱力学的に定義されているが、一般には日常的な
言葉として用いられている。英和辞典をひくと、エネルギーはく精力>、く元気>、く活力>、
く力>、く活動力>、く力強さ>、とある。しかし、日常語としての言葉のニュアンスとして
は、これらの訳のいずれもあまりぴったりこない。ランゲンシャイトによると、エネルギーは
くTatkraft>，くWirksamkeit>，くNachdruck>などとある。いずれもなかなかよい訳で、エネル
ギーの本質をうまく表現しているようである。
このほか、日常の日本語化した外来語は沢山あるが、これらは無理な翻訳をしないほうがも
との意味をよく伝え、自然で使いやすい。“ジレンマ"のことを“両方論法"“とか、"二重前提"
などと言うと、何のことか却ってわからなし~“エリート"は“選ばれた者"というよりもっと
スマートな意味であろう。このような例は枚挙にいとまがない。
筆者の専門分野では“intact"という言葉がよく用いられる。植物生理学の研究においては、
植物の器官や組織の一部を切りとり、この切片を用いて実験を行うことが多い。しかし、とき
には植物個体をそのまま用いて実験を行う。このようなとき、“エンドウの茎切片"というよう
な表現に対して“インタクトなエンドウ幼植物"というような表現を用いる。インタクトとい
う言葉はまことに明快で適切、しかも便利な言葉で、植物生理学に限らず、実験生物学の研究
者たちはこの言葉をしばしば用いる。
話し言葉として“インタクトな植物"というような表現を用いるのはごく自然でわかりやす
いが、これを日本語の文章に用いるときにははたと筆が止まってしまう。多くの生物学研究者
諸兄も同じ経験をされていると思う。“インタクト"と片仮名で書くのが実は最もこの言葉のニ
ュアンスを正確に伝えることになり、また表現としても自然である。このため"インタクト"
の適切な日本語表現に悩むことになる。手元の英語辞典をひくと、く損傷を受けずに完全な>、
くもとのままの>、<手をつけていない>、などとある。また、英英辞典をひくと、くremaining
uninjured> ，くunaltered>，くsound>，くwhole>またはくunimpaired>とある。ラテン語源の意味
(in=un， tactus=to touch)からすると、く手をつけていない>とかくuninjured>あるいは
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<unimpaired>がもとの意味に近いのであろう。“インタクト"はドイツ語にもラテン語起源の
言葉として“intakt"という語があり、独和辞典をひくと、く傷なわれない>、く無傷の>など
とある。翻訳したこれらの日本語表現を、たとえば“intactplant"にあてはめるとどうなるの
であろうか。“植物"の上にこれらの訳をつけてみると、“損傷を受けずに完全な植物"という
ことになって、長すぎ、意味の上で正確であるとしても表現として自然ではない。“もとのまま
の植物"というと、どうも“インタクト"という語のもとのままのニュアンスが失われる。“手
をつけていない植物"というのは直訳的表現であるが、日本語としてはひ。ったりしない。“傷な
われていない植物"というのはわが国の学校で横行している翻訳調の日本語であり、不自然で
ある。“無傷の植物"という表現がこれらの中ではまだましではなかろうか。結局のところ、“イ
ンタクトな植物"と書くのが一番すっきりする。
長年の問、人々によって用いられてきた言葉というものは、その人々にとっては共有財産で、
理屈抜きで相互理解の手段になる。そのかわり、その集団以外の人々には、どう逆立ちしでも
ある程度以上理解できない。オーストリードイツ語のgemutlichとかgrubigなどはその好例であ
ろう。インタクトにしろ、ジレンマにしろ、外国語の言葉を自分がどの程度理解しているかは、
まず自国語をどの程度ものにしているか、によるのではなかろうか。外国語を日本語にしたと
き、どうもニュアンスがピンとこない、などと感じるのは、自国語が自分のものになっている
からであろう。日本人が日本語をものにしたやりかたは、外国語学習についても適用できょう。
筆者は、言語の理解には“語感"というようなものを会得する必要があるように思う。それ
は言語の歴史性や文化性と関係した何ものかであり、また“音"とも関係しているように思え
る。外来語の場合、その語感が日本文化や日本語の語感や音ともうまく混じり合わなくては受
け入れられないであろう。日本語化した“エネルギー"の発音は[energhee]であって[enerdzij]
ではない。自然科学における多くの分野がドイツから移入されたため、わが国では学術用語の
多くがドイツ語の音そのままに近い発音で用いられているのであろう。言葉というものはもと
は音であり、生きたものであるから、理屈抜きのニュアンスが大切である。日本語になったエ
ネルギーという言葉を、かりに“エナジイ"と発音すると、まったく力強さが失われるのでは
なかろうか。インタクトでも、英語風に“インタクト"というよりは、 ドイツ語風に“インタ
クト"というほうが日本語になじんだ感じになる。
自然科学の分野において、日本人研究者が(他国もほぼ同様であるが)研究発表に用いる外
国語は、現在では英語が主体である。日本人にとって英語の報文なり論説を書いたり、学会な
どの際、英語を用いて議論をすることは至難のわざであるのが普通で、あろう。“インタクト"の
ような言葉は日本語にはしにくいが、英語として用いることにはまったく問題がない。ドイツ
語のduに相当するような、ニュアンスのむつかしい言葉は自然科学の研究発表にはでてこない。
それでも、日本人にとって使いこなしにくい言葉はしばしば表われる。簡単な例としては、生
物学の論文でよく用いられるprobablyやperhapsなどがある。いずれも英和辞典をひいただけで
は日本語の意味上の区別はしにくい口しかし、用い方を違えると、論文の著者の意思に反する
ような理解を読者に(ことに英語国民の)されかねない。
「化学英語一一-J とか「科学技術英~Q Jあるいは「英語科学論文の一一一」などの
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書物は多いが、それは科学の分野にだけ通じる英語があるという意味ではない。国際性の強い
自然科学の分野では、研究者は外国語を駆使することは不可欠である。したがって、研究者を
めざす学徒はドイツ語の“du"のようなものを理解する語感を体得したいものである。それは
英語など他の外国語の習得にも役立つであろう。おそらく、そのためには現在の学校における
外国語教育のやりかたを根本的に再検討すべきではなかろうか。これについては筆者にも多少
の意見があるが、他の機会に譲りたい。 (iuPJ東京大学出版会、 1974、4月号、 42号)
「必須課目から“英語"をはずせ一理科系学生の外国語教育」
筆者は、さきに(本誌四十二号、 1976年4月号、 24頁)掲載された「一生物学徒の外国語
雑感Jの終りに、"現在の学校における外国語教育のやり方を根本的に再検討すべきである"と
述べた。そこで、本小文では、とくに大学教養過程における英語教育について、乏しいながら
筆者の専門分野周辺における経験からみた問題提起とその解決法の試案を提示したい。
1 
永井道雄文部大臣は、ある英語雑誌におけるインタービューで (TheEnglish Journa11976年
3月号)、日本人の90%はこと英語の読解力については、“うまい"とのべている。たしかに、中
学校の3年間、それに高等学校の3年間の英語学習時間は、他の非英語国、たとえば筆者の見
聞した北欧諸国と比較して遜色はない。その上、わが国の高等学校で用いられている教科書、
教材は、北欧諸国におけるそれらと比較すると格段に程度が高い。また、わが国の中学校で用
いられている英語教科書は、これ以上のものはないと思えるほどよくできている。もし中学校
3年間の教材を100%近くこなして身につけたならば、将来、英語の環境におかれてもコミュニ
ケーションの手段として、英語を自由に駆使できるはずである。
非英語国民の中でも、言語構造や発音の全く異なる日本人の場合、幼児期から英語に接しな
い限り、自動的あるいは反射的に話し言葉としての英語を身につけることは、少数の例外を除
いてまず不可能である。したがって、中学校、高等学校において、まず基本文法から英語を学
びはじめ、英語の読解力を中心に学習するという教育方針は当を得ている。
2 
大学教養過程においても、英語教育の重点は読解力にある。理科系学生のための必修の英語
授業は、ふつう半年ごとに一課目一単位、あるいは、多い大学で倍の二課目二単位(そのかわ
り第二外国語の授業時間は半減)、二年間の合計が四課目四単位(多い場合で八課目八単位)に
すぎない。一単位は週一時間 (100分)一回であるから、半年で15時間 (1600分)、二年で60時
間(正味100時間、多い場合で200時間)しか授業がないことになる。実際には休講もあるから、
教養過程の必修課目である英語の授業時間は高等学校(三年間で約500時間)におけるそれをか
なり下回っている。もちろん、学習の実は時間だけでは測れないわけで、むしろその内容が重
要である。
理科系学生と十数年間接してきた筆者の印象と時折おこなった診断テスト(註1)から次のこ
とがいえる。一回生のはじめ、つまり高等学校卒業、あるいは受験勉強直後と、三回生のはじ
め、つまり教養過程を了えたものの、英語読解力の平均値を比べると、前者のほうが後者を上
